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浜松支部理念

互 助
奉 仕
協 力

平
成
３
年
度
浜
松
支
部
総
会

平
成
３
年
度
浜
松
支
部
総
会
に
つ
き
ま
し
て
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
考
慮
し
例
年
行
っ
て
い
ま
し
た
総
会
・

懇
親
会
は
中
止
と
し
７
月
の
理
事
会
を
も
っ
て
総
会
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
ご
理
解

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
36
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

令
和
三
年
春
の
叙
勲

政
府
は
令
和
３
年
４
月
29
日
付
け
で

春
の
叙
勲
受
章
者
を
発
表
し
ま
し
た
。
隊

友
会
浜
松
支
部
で
は
次
の
一
名
の
方
が
叙

勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
ご
祝
辞
を
申

し
上
げ
ま
す
。

今
田
修
一
隊
友

浜
松
支
部
か
ら
２
名
が
受
章

瑞
宝
双
光
章

古
賀

浩

隊
友

鈴
木

忠
信

隊
友

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

益
々
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
下
さ
い
ま

す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

メールアドレスの登録のお願い
浜松支部では、支部の行事、会員の入院、訃報などの情報を早急にお知らせす

るために、メールアドレスをお持ちの方は下記の浜松支部のメールアドレスに

登録の氏名等を記載してメールの送信をお願い致します。

taiyukai.hamamatsu@gmail.com

記
事
募
集

記
事
内
容
は
隊
友

の
近
況
や
趣
味
、

俳
句
、
写
真
、
絵
、

マ
ン
ガ
、
な
ど
隊

友
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
下
さ
い
。

記
事
は
お
近
く
の

役
員
に
お
渡
し
下

さ
る
か
、
郵
送
、

ま
た
は
、
メ
ー
ル

に
て
送
信
し
て
下

さ
い
。

会員の皆様へのお知らせ

浜
松
支
部
60
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
広
報
・
会
勢
拡
大
）
の
延
期

静
岡
県
内
の
コ
ロ
ナ
感
染
、
浜
松
基
地
行
事
の
中
止
等
の
現
状
に
鑑
み
、
隊
友
は
ま
ま
つ
第
306
号
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
浜
松
支
部
60
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
（
広
報
・
会
勢
拡
大
）
に
つ
い
て
は
３
月
の
開
催
を
取

り
や
め
延
期
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
開
催
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
み
つ
つ
あ
ら
た
め

て
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

理
事
の
募
集

こ
こ
数
年
、
長
き
に
わ
た
り
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
理
事
が
高
齢
化
等
の
理
由
に
よ
り
理
事
の
職
を

辞
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
た
に
理
事
を
お
引
き
受
け
頂
い
た
会
員
も
お
ら
れ
る
も
の
の
理
事
の
数
が
不
足
し
支

部
の
運
営
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。
理
事
の
役
割
は
主
と
し
て
会
員
の
代
表
と
し
て
月
1
回
の
理
事
会
に

ご
参
加
頂
き
支
部
の
運
営
・
活
動
に
つ
い
て
ご
意
見
を
頂
く
こ
と
、
ま
た
、
支
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

に
ご
協
力
頂
く
こ
と
で
す
。
お
仕
事
あ
る
い
は
個
々
の
生
活
を
優
先
し
つ
つ
無
理
な
く
可
能
な
範
囲
で
ご
協

力
頂
い
て
い
ま
す
。
隊
友
会
の
活
動
は
地
域
と
自
衛
隊
の
架
け
橋
、
自
衛
隊
を
支
え
る
大
き
な
力
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
、
隊
友
会
の
活
動
に
直
接
か
か
わ
り
、
自
衛
隊
へ
の
想
い
を
伝
え
る
場
と
し
て
是
非
、

理
事
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
会
員
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
理
事
に
な
っ
て
頂
け
ま
す
。

ご
協
力
た
だ
け
る
方
は
役
員
・
理
事
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同好会の募集

現在、浜松支部には書道、俳

句等の同好会があります。この

ような会員の皆さまが楽しんで

いただける文化活動、スポーツ

等の同好会の仲間を募集された

い方はご連絡いただければ機関

紙にてご紹介させていただきま

す。掲載をご希望される方はご

連絡ください。（各会の活動に

ついては個々の責任で調整頂き

ます）

（機関紙への記載例）

名 称：ボーリング同好会

募集人数：５－１０名

活動要領：月１回

（第３土曜日 １３－１５時）

場 所：○○○ボーリング場

要 件：初心者、経験者問

わず

会費等 ：実費

連絡先 ：隊友 太郎

（053－○○○－○○○○）



自
衛
隊
と
共
に
半

世
紀
、
湖
北
省
漢
口

市

（
武
漢

）
生
ま

れ
昭
和
三
十
八
年
三

月
熊
谷
基
地
入
隊
の

百
里
育
ち
の
新
隊
員
。

航
空
管
制
官
と
し

浜
松
管
制
隊
勤
務
途

中
、
三
年
半
の
静
岡

地
連
勤
務
を
経
て
、

再
度
、
浜
松
管
制
隊
、

任
官
後
は
五
術
校
教

官
と
し
約
七
年
の
単

身
赴
任
を
定
年
ま
で
、

後
は
予
備
自
衛
官
、

六
十
三
歳
ま
で
務
め

た
。
自
衛
隊
生
活
悔

い
無
し
、
長
期
休
暇

に
入
る
。
「
あ
な
た
」

と
呼
ぶ
声
。
「
返
事
」

は
と
言
わ
れ
る
と

「
は
い
」
と
即
答
す

る
自
分
、
「
お
爺
さ

ん
」
と
言
わ
れ
な
い

で
良
し
と
す
る
。

「
古
希
」
こ
の
頃

か
ら
脳
回
転
率
低
下
、

言
語
容
量
減
少
、
歩

行
機
能
も
降
下
ぎ
みの

為
、
改
善
策
を
模
索

中
。
カ
レ
ン
ダ
ー
に

は
昭
和
九
十
六
年
、

平
成
三
十
三
年
、
令

和
三
年
と
記
入
す
る
。

ま
だ
必
要
性
大
、
運

転
免
許
証
に
は
平
成

三
十
四
年
二
月
ま
で

有
効
、
認
知
症
の
試

験
も
あ
り
不
安
増
加

中
、
さ
ら
に
武
漢
で

新
型
コ
ロ
ナ
発
生
、

高
齢
者
・
基
礎
疾
患
・

喫
煙
者
は
リ
ス
ク
大
、

全
て
該
当
以
後
禁
煙

（
一
年

）
、
旅
行

禁
止
等
、
自
粛
生
活

継
続
中
、
「
特
別
外

出
」
申
請
中
、
許
可

は
サ
イ
ン
、
印
で
可

と
す
る
。
喜
（
㐂
）

寿
は
静
か
に
迎
え
た

い
。
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編

集

後

記

浜松支部行事予定 支 部 の 会 勢

◎一水会：７月７日、８月４日、９月１日

１８：３０～

浜松市農村環境改善センター

数字で見る支部活動

★実勢会員数：４１８名

正会員：３８８名

特別会員： ３０名

★「隊友はままつ」発行部数：７００部

手配り：１３５部

メール便：２８３部

基地内配布：２２０部

その他： ６２部

連
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
ニ
ュ
ー
ス
で
明
け
暮
れ
、
今
後

の
見
通
し
も
極
め
て
不
透
明
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。
様
々
な
制
約
が

生
じ
て
き
て
お
り
、
し
か
も
日
々

変
化
し
て
お
り
、
全
く
目
を
離
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
し
て
、
早
く
コ
ロ
ナ
が
収

束
し
て
、
以
前
の
よ
う
な
生
活
に

戻
り
た
い
で
す
ね
。

遠藤 修司 隊友

昭和２０年１月８日生まれ絵: 小原 豊 隊友

隊
友
の
訃
報

井
上

正
之

隊
友

（
元
空
自

１
術
校
）

令
和
３
年
４
月
６
日

ご
逝
去

ご
家
族
か
ら
の
連
絡

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す

http://taiyukai.or.jp/wordpress/会員募集中

新
し
い
仲
間

小
出

茂
幸

隊
友

（
元
空
自

１
空
団
）

中
華
人
民
共
和
国
海
警
法
に
つ
い
て

■ 中国の管轄海域（※１）とその上空が適用範囲（第3条）

（※１）管轄海域に関する具体的な定義は記載されてないが、中国最高人民法院の解釈（2016年8月）によると、「中華人民共和国の内水、領海、接続

水域、排他的経済水域、大陸棚及び中華人民共和国が管轄するその他の海域」とのことで、海警法草案にもほぼ同様の規定あり。（最終的な条文から

は削除）

■ 外国軍用船舶等による違反行為に対して強制退去等の措置が可能（第21条）

■ 国家主権等が、海上において外国の組織、個人から不法侵害を受けた場合、武器の使用を含む一切の必要な措置（第22条）

■ 海上臨時警戒区を設定し、船舶・人員の通行・停留の制限・禁止が可能（第25条）

■ 中国海警局（海警）は、2013年3月に4つの海上法執行機

関を統合して設立。2018年7月には中央軍事委員会の一

元的な指導・指揮を受ける武警の隷下に編入。北海、

東 海及び南海分局から編成。

■ 2018年の組織改編後、海軍出身者が海警トップをはじめ

とする海警部隊の主要ポストに補職。また、海軍の退

役 駆逐艦やフリゲートが海警に引き渡されるなど、組

織・ 人事面や装備面などで軍と海警が連携強化。

■ 200隻を超える船舶や航空機（固定翼機、回転翼機）な

どを保有。

出典先:防衛省

中国海警局について

■ 2018年、国務院の指揮を受ける海警を中央軍事委員会の一元的な指揮を受ける武警の隷下へ編入。

■ 本年1月、「中国海警法」が新たに成立。2021年2月1日から施行。

■ 中国海警法については、曖昧な適用海域や武器使用権限等、国際法との整合性の観点から問題がある規定を含んでいる。

中国海警法のポイント

能
勢

謙
二
朗

隊
友

（
元
空
自

教
整
隊
）

籐

朝
光

隊
友

（
元
空
自

高
教
隊
）

令
和
３
年
５
月
９
日

ご
逝
去

５
月
11
日

通
夜

５
月
12
日

内
田

保

隊
友

（
元
空
自

１
術
校
）

細
部
は
不
明


